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Hello Garden 西千葉工作室



Soil and Plants TEAM

Hello Garden のパンフレット。アクセス、概要はもちろん、
どのようなイベントをやっているか、どのような設備がある
かまで細かく書いてある。

HelloGarden がオープンし
ている時間内に常駐してい
る設備の説明。

月曜日は、様々な国出身
の人を集め、お互いに外
国語を学ぶ会。
火曜日は、みんなで家庭
菜園をする会。
木 金 曜 日 は 雑 誌 を 持 ち
寄って回し読みする会。
日曜日は、火起こしなど
のピクニックを体験でき
る会。
そ れ ぞ れ、HelloGarden
の利用者が集まって行う
イベントがある。

Research
Hello Garden
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Urban Farming Research
Site: HELLO GARDEN 

落ち葉をまとめて腐葉土
を作っている。

シンクはそのままのものを使用。

穴の開いたプランターを使ったコンポ
スト。

まとめて置いているプラン
ター。

書籍も貸し出ししている。 服をかけるためのハンガー

公園
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バチカ　チェリー　メイ 白トウモロコシ　

西山芽衣さん
（株式会社マイキー）
「自分たちでやってみる」を軸に
HELLO　GARDEN の運営を初めて
３年。

関わる人が増える半面反面、出て聞くいく人もいる。気軽に参加
できる人数というものがある。モノを一緒に作る（らない？）と
呼びかける体裁で、聞いてみて、じぶんたちで作ってみる。個人
の寄付金のみで運営されている。懐古主義に見えるのが悩み。暮
らしは困っていない土地である。
農園について
専門家が知識が必要なタイミングで来るスタイルとして、手入れ
の日に WS を催すことにしている。
醤油を作る。やってみることで失敗も成功も見つける。ベルリン
スタイル（日々手入れするシステムだと、長続きしない）
そのほか

「みんな農園」「ソラシティ」関わる人のタイプによる。



Sora Okamoto's Project

Hellogarden を紹介してくださった西山さんに、『もしも
Hellogarden で Fabkit を使うとしたらどんな中身があった
ら良いか』や『kit に繋がるような悩みはないか』などをイ
ンタビューしてみた。それらを運営側からの要望をまとめて、
Kit 制作に役立てる。

Interview @ Field work
Hello Garden × FAB KIT

インタビュイー 
西山さん

インタビュアー 
岡本

ほとんどの人は，「なんでみんな DIY なんてやってるの？」というスタンスな
んです。裏にある背景を知らないから、まずは ” いかに楽しそうにやるか ” が
大事で、わからない人たちをひっぱりこむことが目標。

その “ ひっぱりこむ ” ところで、もしも私の Fabkit をつかうとしたら、どん
なものがあったら良いと思いますか？　

　Kit を利用するとして、「人を休日に家から出す」視点と「農業を体験してもらう」視点から考えることができると思います。
まず農業に触れてもらうとしても、そもそも休日に人に来てもらう必要があるので、どう集客していくかを考えてみるのが
いいかもしれませんね。
　次のステップとして，農業を体験して持続させていくために、水やりがやはりハードルが高いです。そこで、ペットボト
ルで毛細管現象を利用したプランターを使ってみたんですが、Hellogarden では必ず水やりはするし、あまり意味がなかった
んですよね（笑）。でも、家庭に持ち帰るときにはいいかもしれないですね。あと、ペットボトルだと見栄えが悪いんです。
だから今はやってません。 
　

Hellogarden と西千葉工作室で生じてるお悩みはありますか？

悩みとしては，Hellogarden と西千葉工作室をどう繋げていけば良いのかがまだあま
り見えていません。折角近くにあるのに、あまり両方を活用できていないんです。両
方を活用して，street furniture のような街に展開していけるものが作れれば一番いい
なと思っています。 

なるほど！　いろいろ見えてきました！
ポイントは、「集客」と「植物を育てる第一歩」を助けるプロダクト。そして、

『Hello garden』と『西千葉工作室』の相互利用を可能にする Kit がつくれ
れば理想的です。

はじめて育てるとしたら、一番ハードルが低い植物が “ ハーブ ” で、『市販で買う
と高いし手に入りにくい』けど育てやすくて、キッチンとかにおいておくとその
まま料理に使ったりきるんですよね。こういう植物をつかった Kit はいいんじゃな
いかなと思います。

「人を呼び寄せる」という視点は気づきませんでした…！　ペットボトルだ
と確かにお家に飾りたいとは思いませんよね。市販で買ったらもっとかわ
いいものもあるし…。やっぱり見た目って重要ですね。
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西千葉工作室は、千葉市稲毛区にある、オープンな工房であ
る。みどり台駅から徒歩 30 秒、西千葉駅から徒歩 10 分のと
ころにある。千葉大学の教育学部から学生を誘致して、小学
生向けの塾を開いていたり、工房のスタッフは報酬として金
銭ではなく無料で機材が使い放題であるといった、一風変わっ
た運営をしている。

HelloGarden は、千葉市稲毛区にある、市民向けのオープン
な公園である。西千葉駅から徒歩 7分、みどり台駅から徒歩
3分のところにある。市民向けの農作物を作るワークショッ
プを行っていたり、みんなで違う外国語をそれぞれ学ぶワー
クショップ、本を大量に持ってきて、貸し出しをするイベン
トなど、様々な形で市民に開かれている。

西千葉工作室とHelloGarden は、HelloGarden で使う家具や
インテリアを西千葉工作室で作ったり、ものづくりと公園と
いう少し離れた分野として様々なコラボレーションを試みて
いる。
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壁、工具置き、机などが木製で、椅子のみがカラフルなプラ
スチック製で、落ち着きつつもポップな雰囲気が見える。
千葉大学の教育系の大学生と、近所の小学生で家庭教師のよ
うなサービスも行っている。
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HelloGarden と、西千葉工作室の場所の関係図である。西
千葉工作室は、HelloGarden と提携している工作室。もの
づくりの層と家庭菜園の層が少しずれていて、両方の利用者
は少ないそう。
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利用料金、講習の料金、約束事など、制度がしっかりと定まっ
ている。スタッフは、働く対価として、給料ではなく、この
施設を無料で自由に使える権利をもらっている。

利用料金は、工房の利用が基本料金
としてあって、そこに、機材利用の
料金が上乗せされていく。それぞれ
の機材講習に加えて、illustrator 講
習もある。

奥にあるプチ図書室での利用にあたっ
ての約束事が書いてある。

工具のしまう場所もしっかりと決
まっていて、レーザーで木材に工具
の名前が書いてある札がかかってい
る。
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